
〈
都
市
の
歴
史
〉と〈
首
都
と
地
域
〉、

  

２
つ
の
視
点
か
ら
中
世
京
都
を
読
み
解
く
！

激
動
す
る〝
都
〟の
六
百
年
！

元
木
泰
雄（
代
表
／
京
都
大
学
名
誉
教
授
） 

尾
下
成
敏（
京
都
橘
大
学
文
学
部
教
授
） 

野
口　

実（
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

早
島
大
祐（
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

美
川　

圭（
立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
）

山
田
邦
和（
同
志
社
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
）

山
田　

徹（
同
志
社
大
学
文
学
部
准
教
授
）

〈
企
画
編
集

  

委      

員
〉

２
０
２
１
年
７
月

刊
行
開
始
！

全
７
巻

吉川弘文館

吉川弘文館 〒113-0033 ・東京都文京区本郷7-2-8
電話 03-3813-9151〈代表〉／ FAX . 03-3812-3544　

〔URL〕 http://www.yoshikawa-k.co. jp/

（キリトリ線）（キリトリ線）

早
島
大
祐
・
吉
田
賢
司

大
田
壮
一
郎
・
松
永
和
浩
著

978-4-642-06864-2

中
世
に
お
い
て
京
都
は
い
か
な
る
歴
史
を
た
ど
っ
た
の
か
。

摂
関
政
治
の
全
盛
期
か
ら
天
下
人
の
時
代
ま
で
、
考
古
学
の

成
果
も
生
か
し
、
中
世
都
市
の
姿
を
解
明
す
る
と
と
も
に
現

代
へ
の
影
響
に
も
言
及
す
る
。
ま
た
、
政
治
・
経
済
・
文
化

で
全
国
に
影
響
を
与
え
た
首
都
と
し
て
の
役
割
や
、
地
方
と

の
関
係
を
検
証
し
、
京
都
か
ら
日
本
全
体
を
俯
瞰
す
る
視
点

を
確
立
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
中
世
史
像
の
構
築
を
目
指
す
。

’21.6

●吉川弘文館　特約書店名

お名前

ご住所　　〒

ＴＥＬ

●『京都の中世史』 全７巻を（ 　　　セット）注文します。

●第（　　　　　）巻を（　　　　冊）注文します。注

文

書

《全巻申込受付中！》お申込は最寄りの書店、
または直接小社営業部まで

四六判・平均280頁・原色口絵 4 頁定価 各２９７０円（10％税込）

❖
第
１
回
配
本　

７
月
下
旬
発
売

❖
第
２
回
配
本　

８
月
発
売

❖
続　

刊

 

摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
美
川　

圭
・
佐
古
愛
己
・
辻　

浩
和
著

978-4-642-06860-4

 

平
氏
政
権
と
源
平
争
乱
元
木
泰
雄
・
佐
伯
智
広
・
横
内
裕
人
著

978-4-642-06861-1

 

公
武
政
権
の
競
合
と
協
調
野
口　

実
・
長
村
祥
知
・
坂
口
太
郎
著

978-4-642-06862-8

 

首
都
京
都
と
室
町
幕
府

 

変
貌
す
る
中
世
都
市
京
都

山
田
邦
和
著

978-4-642-06866-6

　

南
北
朝
内
乱
と
京
都

山
田　

徹
著

978-4-642-06863-5

4　

戦
国
乱
世
の
都

尾
下
成
敏
・
馬
部
隆
弘
・
谷　

徹
也
著

978-4-642-06865-9

612357

中
世
ほ
ど
、
魅
力
的
で
複
雑
な
時
代
は
な
い
。
分
散
し
た
権
力
、
前
時
代
と
は

比
べ
物
に
な
ら
ぬ
力
を
発
揮
す
る
軍
事
者
た
ち
、
重
層
的
な
土
地
支
配
を
基
盤
と

す
る
主
従
関
係
。
歴
史
小
説
家
か
ら
す
れ
ば
、
い
ざ
物
語
に
紡
ご
う
と
挑
戦
し
て

も
、
下
手
す
れ
ば
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
以
上
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
事
実
の
奔
流
に
押

し
流
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
力
が
こ
の
時
代
に
は
漲
っ
て
い
る
。

た
だ
長
年
、
京
都
に
暮
ら
す
私
は
、
そ
ん
な
中
世
が
と
も
す
れ
ば
地
域
史
的
側

面
か
ら
捕
ら
え
ら
れ
が
ち
な
こ
と
に
、
漠
と
し
た
違
和
感
を
抱
い
て
い
た
。
平
時

に
都
で
あ
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
だ
が
激
動
の
世
に
も
な
お
京
が
首
都
で
あ
り
続

け
た
事
実
は
、
こ
の
町
と
中
世
の
独
自
性
を
あ
り
あ
り
と
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
た
び
、
新
た
な
中
世
史
像
を
構
築
す
る
視
座

の
も
と
、『
京
都
の
中
世
史
』
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
胸
の
弾
み
を
押
さ
え
き

れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
奔
放
な
る
旅
を
続
け
た
中
世
、
そ
の
錨
の
如
き
京
都
を
知
る

こ
と
は
、ひ
い
て
は
日
本
史
の
深
海
そ
の
も
の
に
も
深
く
潜
る
行
為
な
の
だ
か
ら
。

澤
田
瞳
子
（
歴
史
小
説
家
）

歴
史
の
海
底
へ

歴
史
の
海
底
へ

中
世
は
地
方
の
時
代
、
武
士
の
時
代
と
さ
れ
、
京
都
は
没
落
す
る
貴
族
が
居
住

す
る
斜
陽
都
市
と
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

然
し
中
世
に
お
い
て
も
、
京
都
の
王
朝
は
強
力
な
支
配
を
持
続
し
、
武
家
政
権

は
そ
の
承
認
に
よ
っ
て
存
立
し
得
た
の
で
あ
る
。

反
面
、
中
世
が
分
裂
の
時
代
で
あ
り
、
地
方
の
自
己
主
張
を
特
色
と
す
る
こ
と

も
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
中
央
（
京
都
）
と
地
方
と
の
統
一
的
把
握
が
、
中
世

史
の
基
本
的
課
題
と
な
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
に
そ
の
究
明
を
期
待
し
た
い
。
な
お
そ
れ

以
外
に
も
多
彩
な
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
藤
原
道
長
の
時
代
か
ら
豊
臣
秀
吉
の
時
代
ま
で
を
対
象
と
し
、

元
木
泰
雄
氏
を
は
じ
め
、
中
世
史
学
界
を
牽
引
す
る
約
二
十
名
の
精
鋭
が
、
競
っ
て

自
説
を
開
陳
し
て
い
る
。
斬
新
な
問
題
提
起
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

考
古
学
の
成
果
に
よ
っ
て
、京
都
の
都
市
構
造
が
解
明
さ
れ
る
の
も
楽
し
み
で
あ
る
。

上
横
手
雅
敬
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

中
世
に
お
け
る
中
央
と
地
方

中
世
に
お
け
る
中
央
と
地
方

推薦のことば

❖ 

中
世
日
本
の
中
心
〈
京
都
〉
の
歴
史
的
役
割
を
、
摂
関

全
盛
期
か
ら
戦
国
時
代
の
終
焉
ま
で
、
時
代
・
分
野
ご

と
の
最
適
な
執
筆
者
が
通
史
的
に
分
か
り
や
す
く
描
き

出
し
ま
す
。

❖ 

摂
関
政
治
繁
栄
の
舞
台
と
な
っ
た
平
安
京
、
中
世
都
市

京
都
へ
移
行
し
て
い
く
院
政
期
、
源
平
の
内
乱
を
経
て

公
武
政
権
の
成
立
し
た
鎌
倉
時
代
、
動
乱
の
南
北
朝
時

代
、
権
力
と
文
化
の
生
成
に
大
き
な
画
期
が
あ
っ
た
室

町
時
代
、
諸
勢
力
が
京
都
争
奪
を
企
て
た
戦
国
の
世
と

い
う
激
動
の
中
世
を
、
最
先
端
の
研
究
が
捉
え
ま
す
。

❖ 

院
・
天
皇
、
公
家
、
武
士
、
町
衆
、
僧
侶
な
ど
の
人
物

の
動
向
や
思
惑
も
て
い
ね
い
に
追
っ
て
、
政
治
・
文
化

の
舞
台
と
し
て
の
都
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
時
代
と

と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
す
が
た
を
活
写
し
ま
す
。

❖ 

京
都
は
全
国
に
対
し
大
き
な
影
響
を
与
え
る
一
方
で
、

同
時
に
地
方
か
ら
波
及
す
る
動
き
も
受
容
し
て
い
ま
し

た
。
奥
羽
か
ら
九
州
に
至
る
諸
国
と
の
関
係
を
検
証
す

る
こ
と
で
、
日
本
全
体
を
俯
瞰
し
た
新
た
な
中
世
史
像

を
描
き
出
し
ま
す
。

❖ 

近
年
研
究
が
進
ん
だ
考
古
学
の
成
果
に
基
づ
き
中
世
京

都
の
構
造
を
追
究
し
た
巻
も
編
成
。
文
献
と
あ
わ
せ
て

総
合
的
に
検
証
し
て
、
豊
か
な
歴
史
と
文
化
が
重
層
し

た
現
代
の
京
都
の
原
像
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

❖  

本
文
理
解
を
深
め
る
図
版
を
多
数
掲
載
。
各
巻
の
京
都

地
図
と
関
連
年
表
で
時
代
別
の
特
徴
を
明
確
に
示
し
、

こ
こ
で
し
か
読
め
な
い
中
世
の
都
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

本シリーズの特色

※ 50音順・敬称略

（キリトリ線）



刊
行
の
こ
と
ば

『
京
都
の
中
世
史
』
と
い
う
新
た
な
通
史
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
中
世
に
お
い
て
京
都
と
い
う
都
市
が
た
ど
っ
た
歴
史
で
あ
る
。

対
象
と
す
る
時
代
は
、
摂
関
政
治
の
全
盛
期
か
ら
始
ま
り
、
院
政
と
荘
園
領
主
権
門

の
勃
興
、
公
武
政
権
の
併
存
、
南
北
朝
動
乱
と
室
町
幕
府
、
そ
し
て
天
下
人
の
時
代
に

至
る
、
お
よ
そ
六
百
年
間
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
の
間
、
京
都
は
政
治
・
経
済
・
文
化
の

中
心
と
し
て
繁
栄
し
た
が
、
一
方
で
源
平
争
乱
、
南
北
朝
の
動
乱
、
そ
し
て
応
仁
の
乱

と
再
三
の
戦
乱
を
経
験
し
、
放
火
、
略
奪
の
惨
禍
を
蒙
っ
て
き
た
。

為
政
者
の
変
化
と
連
動
し
た
都
市
構
造
の
変
容
、
文
化
の
受
容
と
発
展
、
そ
し
て
戦

禍
を
乗
り
越
え
脱
皮
し
て
ゆ
く
京
都
の
姿
を
描
い
て
ゆ
く
。
ま
た
、
中
世
考
古
学
の
成

果
を
導
入
す
る
こ
と
が
本
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
特
徴
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
斬
新

な
中
世
都
市
京
都
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
現
代
へ
の
影
響
に
も
言
及
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

も
う
一
つ
の
意
味
は
、
中
世
日
本
の
首
都
と
し
て
の
京
都
の
歴
史
で
あ
る
。
京
都
は

中
世
を
通
し
て
、
つ
ね
に
全
国
に
対
し
政
治
・
経
済
・
文
化
の
諸
分
野
で
大
き
な
影
響

を
与
え
、
同
時
に
地
方
の
動
き
も
京
都
に
波
及
し
て
い
た
。
京
都
と
各
地
域
の
歴
史
と

は
、
密
接
に
連
動
す
る
の
で
あ
る
。

中
世
に
お
け
る
京
都
の
役
割
、
地
方
と
の
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
や
や
も
す
れ

ば
東
国
偏
重
、
あ
る
い
は
地
域
完
結
的
な
見
方
に
陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
、
従
来
の
中
世

史
研
究
を
乗
り
越
え
た
い
。
そ
し
て
、
日
本
全
体
を
俯
瞰
す
る
視
点
を
確
立
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
日
本
中
世
史
像
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
最
新
の
成
果
に
基
づ
い
て
京
都
の
歴
史
を
描

く
と
と
も
に
、
京
都
を
中
心
と
し
て
、
日
本
中
世
史
を
捉
え
直
す
こ
と
を
企
図
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
二
〇
二
一
年
五
月

元 

木 

泰 

雄

❖
第
２
回
配
本

戦
国
時
代
、
室
町
幕
府
や
細
川
京
兆
家
は
弱
体
化
し
、
都
の
文
化
人
は
地
方
へ
下
っ
た
。
一
方
、
洛
中
洛
外
で
は

新
し
い
町
ち
ょ
う
が
形
成
さ
れ
、
豊
臣
・
徳
川
の
も
と
で
巨
大
都
市
化
が
進
む
。
政
治
・
都
市
・
文
化
の
様
相
を
描
き
出

し
、
戦
国
乱
世
の
都
の
姿
を
追
う
。

尾
下
成
敏（
京
都
橘
大
学
文
学
部
）・
馬
部
隆
弘（
大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
）・
谷　

徹
也（
立
命
館
大
学
文
学
部
）
著

 

戦
国
乱
世
の
都

❖
第
１
回
配
本

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
後
、
建
武
政
権
の
興
亡
、
南
北
朝
分
立
、
観
応
の
擾
乱
と
、
京
都
は
深
刻
な
状
況
が
続
く
。
全

国
の
武
士
は
な
ぜ
都
に
駆
け
つ
け
て
争
い
、
そ
れ
は
政
治
過
程
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
義
満
の
権

力
確
立
ま
で
の
六
〇
年
を
通
観
す
る
。

山
田　

徹（
同
志
社
大
学
文
学
部
）著

 

南
北
朝
内
乱
と
京
都

❖
続　

刊
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謎
多
き
激
動
の
十
四
世
紀
―
プ
ロ
ロ
ー
グ

一　

鎌
倉
幕
府
、
滅
亡

二
度
の
「
当
今
御
謀
反
」
事
件  

鎌
倉
幕
府
と
社
会

果
た
さ
れ
る
倒
幕

コ
ラ
ム
１　

公
家
廷
臣
の「
サ
バ
イ
バ
ル
」

二　

建
武
政
権

後
醍
醐
・
護
良
・
尊
氏

建
武
政
権
の
特
質

コ
ラ
ム
２　

民
衆
の
住
居
、
武
士
の
住
居

三　

足
利
尊
氏
の
反
乱

転
変
す
る
政
情

反
撃
す
る
足
利
軍

コ
ラ
ム
３　

京
都
周
辺
の
地
政
学

コ
ラ
ム
４　

軍
忠
の
レ
ポ
ー
ト

四　

初
期
室
町
幕
府
の
時
代

室
町
幕
府
の
成
立

足
利
直
義
と
高
師
直

初
期
室
町
幕
府
と
京
都

初
期
室
町
幕
府
と
社
会

コ
ラ
ム
５　

足
利
一
門

五　

観
応
の
擾
乱

師
直
・
直
義
の
相
剋

尊
氏
・
直
義
の
相
剋

三
度
の
京
都
失
陥

戦
乱
の
深
化

コ
ラ
ム
６　

右
往
左
往
す
る
公
家
廷
臣

六　

内
乱
収
拾
の
糸
口

足
利
義
詮
の
執
政

貞
治
・
応
安
と
い
う
時
代

コ
ラ
ム
７　

世
代
の
転
換
期

コ
ラ
ム
８　

二
条
良
基

七　

足
利
義
満

義
満
の
登
場

公
家
社
会
へ
の
進
出

明
徳
の
乱

ビ
ッ
グ
・
イ
ベ
ン
ト
の
時
代

内
乱
を
終
え
て
―
エ
ピ
ロ
ー
グ

主な内容
転
換
期
の
洛
中
洛
外
―
プ
ロ
ロ
ー
グ 

一　

細
川
高
国
と
細
川
澄
元
の
対
立

細
川
政
元
権
力
の
特
質

細
川
高
国
権
力
の
特
質

細
川
澄
元
の
上
洛
戦

二　

細
川
晴
元
の
畿
内
進
出	

「
堺
公
方
」
の
成
立
と
崩
壊

細
川
晴
元
権
力
の
特
質

高
国
残
党
の
蜂
起

三　

三
好
長
慶
の
台
頭

江
口
合
戦
後
の
京
都
支
配

足
利
義
輝
と
三
好
長
慶
の
和
戦

混
乱
す
る
三
好
権
力

四　

将
軍
と
信
長
の
城
館

中
世
末
の
城
館

都
の
掌
握
と
城
館

コ
ラ
ム
１　

将
軍
御
所
を
室
町
殿
の
跡
地
に
！ 

五　

乱
世
の
都
と
そ
の
住
人
た
ち

初
期
洛
中
洛
外
図
の
時
代

都
市
共
同
体
の
形
成

差
別
の
諸
相

六　

乱
世
の
な
か
の
朝
廷
・
公
家

朝
廷
・
公
家
社
会
の
様
相

朝
廷
と
京
都

コ
ラ
ム
２　

公
家
に
仕
え
た
武
士

七　

乱
世
の
な
か
の
文
芸

鄙
の
文
壇

都
の
文
壇

コ
ラ
ム
３　

元
就
・
信
長
と
文
芸

コ
ラ
ム
４　

氏
真
と
都
の
寺
社

八　

京
都
改
造
の
時
代

洛
中
の
大
規
模
城
館

巨
大
都
市
の
形
成

巨
大
都
市
の
諸
相

コ
ラ
ム
５　

豊
国
社
と
大
仏
殿
の
ゆ
く
え

コ
ラ
ム
６　

高
札
・
触
口
・
ふ
れ
な
が
し

九　

首
都
と
し
て
の
伏
見

豊
臣
の
伏
見

徳
川
の
伏
見

コ
ラ
ム
７　

伏
見
に
お
け
る
交
流
の
諸
相

中
世
京
都
か
ら
近
世
京
都
へ
―
エ
ピ
ロ
ー
グ

主な内容

 

全
７
巻
の
構
成

46
美
川　

圭（
立
命
館
大
学
文
学
部
）・
佐
古
愛
己（
佛
教
大
学
歴
史
学
部
）・
辻　

浩
和（
川
村
学
園
女
子
大
学
文
学
部
）著

 

摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ

1
元
木
泰
雄（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）・
佐
伯
智
広（
帝
京
大
学
文
学
部
）・
横
内
裕
人（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
）
著

 

平
氏
政
権
と
源
平
争
乱

2
野
口　

実（
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授
）・
長
村
祥
知（
富
山
大
学
学
術
研
究
部
人
文
科
学
系
）

坂
口
太
郎（
高
野
山
大
学
文
学
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　
　
　    

著

 

公
武
政
権
の
競
合
と
協
調

3
早
島
大
祐（
関
西
学
院
大
学
文
学
部
）・
吉
田
賢
司（
龍
谷
大
学
文
学
部
）

大
田
壮
一
郎（
立
命
館
大
学
文
学
部
）・
松
永
和
浩（
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
）
著

 

首
都
京
都
と
室
町
幕
府

5
山
田
邦
和
（
同
志
社
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
）
著

 

変
貌
す
る
中
世
都
市
京
都

7


